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問合せ先: 執行役員  前田 雅弘 
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平成２２年１２月期第２四半期の業績予想と実績の差異について 

  

 平成22年12月期第２四半期（平成22年１月１日～12月31日）における業績予想(平成22年5月13日開

示)と本日発表実績との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせていたします。 

 

記 

 

１ 平成 22年 12月期第２四半期業績予想と実績の差異  

①連結業績予想と実績の差異 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当り当

期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想（A） 166 △ 164 △ 170 △ 170 △180.39 

実績値（B) 171 △ 111 △ 104 △ 150 △159.21 

増減額（B）-（A） 5 53 68 22 21.18 

増減率（％） 3 － － － － 

（ご参考） 前期実

績         

（平成 21年 12月

期） 

365  △ 488  △ 505  △ 1,545
△ 

1,959.73 

 

②個別業績予想と実績の差異 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当り当

期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想（A） 166 △ 164 △ 172 △ 172 △182.51 

実績値（B) 171 △ 111 △ 106 △ 152 △161.29 

増減額（B）-（A） 5 53 66 20 21.22 

増減率（％） 3 － － － － 

（ご参考）     

（平成 21年 12月

期） 

365 △487 △505 △1,671 △2,120.03 
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２ 差異が生じた理由 

（連結実績） 

当社は、平成22年 12月期当第２四半期におきましても、わが国の経済環境の低迷がもたらす企業

の広告宣伝需要の抑制はいまだに継続傾向にあることから、当社を取り巻く経営環境は厳しい状態が

続いておりますが、売上高は、前回予想を僅かながらではありますが上回りました。 

営業利益、経常利益および当期純利益につきましては、今回の調査委員会の指摘事項による会計処

理の訂正による処理科目の変更により前回予想を上回る結果となりました。 

（個別実績） 

 個別実績の差異理由についても連結実績と同様であります。 

 

以上 

 

 

 


